
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料２  

 2018（H30）年度における温室効果ガス削減に向けた取組状況  
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織数 59）。 

・東海三県一市の広域連携で、事業者・団体・行

政と協働して消費者に対する啓発キャンペー

ンを展開しました。（グリーン購入ャンペー

ン：平成 31 年１月 11 日からの１ヶ月間、東海

三県一市内 4,709 店舗 うち三重県内 759 店

舗） 

 

・事業者・団体・行政が協働して、懸賞応募や啓

発イベントを実施することにより、消費者にグ

リーン購入の普及及び定着を図りました。 

環境の配慮に取り組む事業者や事業者のグリ

ーン購入の取組をより効果的に広報する必要

があります。 

周知方法等を検討しながら、グリーン購入の

取組を促進していきます。 

 

 

 

 

 

（環境生活部 地球温暖化対策課） 

・廃棄物処理計画に基づき、廃棄物の発生抑制、

再使用、再生利用と適正処理の取組を進め、

廃棄物の最終処分量の削減等が進みました。

産業廃棄物の再生利用率は近年横ばいで推

移しており、平成 29 年度は 45.1％となりま

した。 

・三重県認定リサイクル製品は、平成 31 年 3

月 31 日現在、67 製品を認定しています。 

・産業廃棄物の３Ｒの推進により再生利用率は

向上し、平成 29 年度の目標を達成しました

が、排出量や最終処分量は、事業活動による

影響を受け、明確な削減傾向はみられませ

ん。 

・資源が効率的で効果的に有効活用されるよう

地域循環圏の形成に向けた取組を進める必

要があります。 

・リサイクル製品については、平成 30 年度中

に新規認定はなく、５年間の有効期限を満了

した９製品を更新認定しました。 

・平成 28 年３月に新たな三重県廃棄物処理計

画を策定し、廃棄物の３Ｒと適正処理を進

め、環境の保全と安全・安心を確保しつつ、

循環の質にも着目し、廃棄物を貴重な資源や

エネルギーとして活用するとともに、協創に

よる最適な規模での地域循環の形成に取り

組むことにより、低炭素社会や自然共生社会

につながる循環型社会の構築をめざすこと

としています。 

・レアメタルなどの枯渇性資源の回収や食品廃

棄物等の発生抑制、さらには、地域で廃棄物

を資源として最適な規模で循環させる地域

循環圏の形成を促進するなど、循環の質に着

目した取組みを進めます。 

・リサイクル製品の認定制度を的確に運用し品

質及び安全性の確保を図るとともに、同製品

の利用促進を図るため、広く情報提供を行い

ます。 

・県の公共工事においては、認定リサイクル製

品を利用するための発注機関への説明会の開

催や、公共工事落札事業者が県に提出する「認

定リサイクル製品の使用検討チェックリス

ト」により、利用状況を確認していきます。 

（環境生活部 廃棄物・リサイクル課） 
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参考 新エネルギー導入実績と目標 平成 30 年度（平成 29 年度末） 

 

  平成 27 年度 

（平成26年度末実績） 

平成 30 年度 

（平成 29 年度末実績） 

現状値 
上段：実績値 

下段：目標値 
目標達成状況 

太陽光発電 
646,160 kW 

(102,607 世帯) 

1,503,450 kW(238,740 世帯) 
160.6% 

936,300 kW(148,700 世帯) 

太陽熱利用 
1,687 kℓ 

(900 世帯) 

1,896 kℓ(1,030 世帯) 
70.7% 

2,680 kℓ(1,500 世帯) 

風力発電 
72,655 kW 

(17,700 世帯) 

180,655 kW(44,130 世帯) 
100.0% 

180,655 kW(44,130 世帯) 

バイオマス発電 
73,200 kW 

(62,600 世帯) 

114,490 kW(97,890 世帯) 
96.6% 

118,500 kW(101,300 世帯) 

バイオマス熱利用 
54,746 kℓ 

(29,700 世帯) 

51,341 kℓ(27,830 世帯) 
80.7% 

63,606 kℓ(34,500 世帯) 

中小水力発電 
5,905 kW 

(4,300 世帯) 

6,559 kW(4,810 世帯) 
103.1% 

6,361 kW(4,660 世帯) 

コージェネレーション 

（燃料電池除く） 

443,385 kW 

(127,300 世帯) 

445,177 kW(127,800 世帯) 
96.0% 

463,866 kW(133,200 世帯) 

燃料電池 
2,044 kW 

(580 世帯) 

3,206 kW( 910 世帯) 
68.2% 

4,700 kW(1,300 世帯) 

次世代自動車 
94,301 台 

(18,700 世帯) 

154,751 台(30,620 世帯) 
109.5% 

141,307 台(28,000 世帯) 

ヒートポンプ 
97,635 台 

(20,100 世帯) 

124,037 台(25,550 世帯) 
116.9% 

106,100 台(21,900 世帯) 

従来型一次ｴﾈﾙｷﾞｰの削

減量合計（世帯換算） 
384,487 世帯 

599,310 世帯 

115.4% 

519,190 世帯 

 










